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（
５
面
へ
続
く
）

市
政
全
般
に
わ
た
り　

人
の
議
員
が
質
問

１８

（
要
旨
を
掲
載
）

　

本
市
の
全
職
員
の
う
ち
、
非
正

規
職
員
の
数
は
約
６
０
０
人
強
で

あ
り
全
体
の　

％
を
占
め
て
い
ま

４０

す
。
非
正
規
職
員
は
大
変
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
雇
用

不
安
や
経
済
的
に
恵
ま
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　

非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
①
不
合
理
な

労
働
条
件
を
禁
止
し
た
改
正
労
働

契
約
法
に
基
づ
く
正
規
職
員
と
の

均
衡
待
遇
の
確
保
、
②
報
酬
加
算

方
式
に
よ
る
一
時
金
の
支
給
、
③

経
験
者
採
用
枠
の
拡
充
に
よ
る
正

規
職
員
へ
の
転
換
、
④
非
正
規
職

員
が
多
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
等
に
つ

い
て
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

①
正
規
職
員
と
非

正
規
職
員
と
の
間
に
お
け
る
均
衡

待
遇
の
確
保
に
つ
い
て
は
雇
用
期

間
等
を
除
き
均
衡
を
確
保
す
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。
②
非
正
規
職

員
の
う
ち
一
時
金
の
支
給
の
な
い

非
常
勤
職
員
へ
の
報
酬
加
算
方
式

に
よ
る
一
時
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
臨
時
的
任
用
職
員
及
び
他
の

市
町
村
と
の
均
衡
な
ど
も
考
慮
す

る
と
、
困
難
な
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
国
・
県
及
び
他
市
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。
③
臨

時
・
非
常
勤
等
職
員
の
正
規
職
員

へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
④
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
も
、
正
規
・
非

正
規
職
員
と
も
、
働
く
う
え
で
や

る
気
を
高
め
る
よ
う
な
対
応
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
内
の
学
校
へ
通
う
児
童
・
生

徒
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
安
全
対

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
を
学
校
に
送
り
出

し
て
い
る
保
護
者
の
方
々
か
ら
も

通
学
路
の
改
善
に
つ
い
て
、
多
く

の
ご
意
見
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
夏
、
教
育
委
員
会
、

２４

小
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
座
間
市
道
路

課
、
座
間
警
察
署
が
合
同
で
小
学

校　

校
の
通
学
路
を
実
際
に
歩
き
、

１１
緊
急
合
同
点
検
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
危
険
箇
所
数
は　

カ
所
に
及

５４

び
ま
し
た
。
そ
の
後
昨
年
３
月
定

例
会
に
お
い
て
、
そ
の
う
ち
対
策

済
み
が　

カ
所
、
対
策
予
定
が　

４１

１３

カ
所
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
対
策
予
定
で
あ
っ
た
箇
所
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
施
さ

れ
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
も
合
同

点
検
は
行
っ
て
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。

　

教
育
部
長　

対
策
予
定
箇
所
の

対
応
状
況
に
つ
い
て
は
、
道
路
管

理
者
に
お
い
て
、
カ
ラ
ー
舗
装
、

路
面
シ
ー
ル
、
側
溝
の
床
版
化
等

を
６
カ
所
、
道
路
の
拡
幅
を
実
施

中
の
箇
所
が
１
カ
所
の
計
７
カ
所

で
対
応
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
残
り
の
６
カ
所
に
つ
い

て
も
、
路
側
帯
や
路
面
表
示
の
カ

ラ
ー
化
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
通
学
路
の
安

全
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
合
同
点
検
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
を
窓
口
と
し
て
、
関

係
部
署
と
連
携
し
て
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
Ｊ
Ｒ

東
海
が
開
業
を
目
指
す
品
川
―
名

古
屋
間
で
、
ト
ン
ネ
ル
部
を
約
２

４
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
走
行
す
る
と

い
う
計
画
で
す
。
地
下
に
神
奈
川

県
駅
を
つ
く
る
相
模
原
市
橋
本
付

近
は
、
座
間
市
に
流
れ
て
く
る
地

下
水
の
水
脈
の
上
流
部
に
あ
た
り

ま
す
。
私
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
に
よ
っ
て
貴
重
な
地
下
水
に
影

響
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
、

こ
れ
ま
で
も
質
問
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
２
月　

日
、
リ
ニ
ア
中
央

１８

新
幹
線
の
環
境
影
響
評
価
準
備
書

に
対
し
て
、
相
模
原
市
長
か
ら
県

知
事
へ
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
意
見
書
で
は
、
地
下
水
の

水
質
へ
の
懸
念
や
地
下
水
位
の
予

測
評
価
へ
の
懸
念
が
あ
り
、
再
検

大
豆
生
産
へ
の
援
農
の
実
績
を
踏

ま
え
、生
産
者
と
消
費
者
の
共
生
・

市
民
と
農
政
の
協
働
の
視
点
か
ら

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
ら
に
進

め
広
げ
て
い
く
こ
と
へ
の
考
え
を

お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

市
長　

生
産
者
と
消
費
者
と
が

目
に
見
え
る
関
係
を
構
築
し
て
い

る
の
は
、
本
市
の
農
業
の
特
質
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
地

に
お
い
て
連
綿
と
維
持
さ
れ
て
き

た
大
地
の
恵
み
を
受
け
る
農
地
と

そ
こ
に
居
住
し
て
い
る
者
と
の
調

和
を
含
め
た
中
で
考
え
て
い
く
べ

き
課
題
が
多
く
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

市
内
大
豆
生

産
農
家
が
、
特
産
品
を
販
売
す
る

市
内
豆
腐
店
と
契
約
栽
培
し
、
県

の
推
奨
す
る
津
久
井
在
来
大
豆
を

生
産
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
生
産

過
程
に
お
い
て
援
農
者
と
の
交
流

を
図
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
仕
組
み
が
ほ
か
の
農
産
物

で
も
可
能
で
あ
る
か
研
究
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
街
化
調
整
区
域
の
汚
水
処
理

に
つ
い
て
、
市
は
２
０
１
３
年
度

か
ら
公
共
下
水
道
整
備
に
着
手
す

る
と
し
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、

昨
年　

月
、
県
か
ら
事
業
認
可
が

１２

お
り
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
県
と
の
協
議
内
容
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
す
。ま
た
、

市
街
化
区
域
の
雨
水
整
備
率
は　
１０

年
後
ど
の
く
ら
い
と
な
る
の
か
お

聞
き
し
ま
す
。

　

上
下
水
道
部
長　

平
成　

年
度

２３

を
も
っ
て
本
市
の
公
共
下
水
道
事

業
の
認
可
期
間
が
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
期
間
の
延
長
と
市
街
化
調

整
区
域
を
念
頭
に
置
い
た
認
可
区

域
の
拡
大
を
図
る
た
め
県
と
の
協

議
を
行
い
ま
し
た
。
区
域
の
拡
大

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
雨
水
整
備
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証
を
求
め
て
い
ま
す
。
本
市
は
ど

う
受
け
止
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

座
間
市
の
地
下
水
を
保
全
す
る

条
例
第
３
条
で
は
、
座
間
の
地
下

水
を
保
全
す
る
た
め
、
県
や
周
辺

自
治
体
と
連
携
し
て
対
応
す
る
こ

と
が
市
の
責
務
で
あ
る
と
定
め
て

い
ま
す
。
相
模
原
市
が
地
下
水
へ

の
影
響
を
懸
念
し
て
い
る
の
で
す

か
ら
、県
や
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し
て
、

座
間
市
か
ら
も
地
下
水
の
水
量
減

少
や
水
質
悪
化
へ
の
懸
念
を
伝
え

る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

今
後
、
Ｊ
Ｒ

東
海
や
関
係
機
関
等
の
情
報
収
集

に
努
め
、
地
下
水
採
取
審
査
委
員

会
に
て
学
識
経
験
者
等
に
助
言
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

　

世
界
で
も
類
を
見
な
い
が
ん
大

国
の
日
本
。
し
か
し
検
診
率
は
先

進
国
の
中
で
も
格
段
に
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。そ
こ
で
子
宮
頸
が
ん
・

乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の

未
利
用
者
に
対
し
、
個
別
に
電
話

や
は
が
き
に
て
受
診
勧
奨
を
す
る

コ
ー
ル
・
リ
コ
ー
ル
制
度
を
は
じ

め
と
す
る
受
診
率
向
上
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

次
に
が
ん
教
育
に
つ
い
て
伺
い

率
が
約　

％
で
、　

％
と
い
う
基

３３

６０

準
に
満
た
な
い
こ
と
や
、
既
設
管

の
耐
震
化
や
長
寿
命
化
を
優
先
す

べ
き
と
し
て
、
県
か
ら
理
解
を
得

ら
れ
ず
、
認
可
期
間
の
延
伸
の
み

と
な
っ
た
次
第
で
す
。
ま
た
、
雨

水
整
備
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成　

年
度
末
で　

・　

％
と
な
る

３５

３３

７１

見
込
み
で
す
。

【
再
質
問
】　

現
状
、
市
街
化
調

整
区
域
の
公
共
下
水
道
整
備
は
最

短
で
も　

年
後
と
い
う
見
込
み
で

２０

す
が
、そ
の
間
、生
活
環
境
の
保
全

を
放
置
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
合

併
浄
化
槽
へ
の
補
助
制
度
を
創
設

す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　

上
下
水
道
部
長　

市
街
化
調
整

区
域
の
汚
水
整
備
は
、
公
共
下
水

道
の
整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。

安
海　

の
ぞ
み 
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

座
間
の
農
に
援
農
・
市
民
参
加

の
仕
組
み
を

　

▽
２
月　

日　

開
会
、
会
期
決

２１

定
、
会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議

案
上
程
・
提
案
説
明

　

▽
２
月　

日　

議
案
上
程
・
総

２４

括
質
疑
・
委
員
会
付
託
、
陳
情
上

程
・
委
員
会
付
託
、
報
告
上
程
・

質
疑

　

▽
２
月　

日　

一
般
質
問

２８

　

▽
３
月
３
日　

一
般
質
問

　

▽
３
月
４
日　

一
般
質
問

　

▽
３
月　

日　

委
員
会
審
査
報

２４

告
･
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続

審
査
案
件
上
程
、
基
地
対
策
特
別

委
員
会
中
間
報
告
・
質
疑
、
議
会

改
革
特
別
委
員
会
中
間
報
告
・
質

疑
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質

疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・

採
決
、
報
告
上
程
・
質
疑
、
常
任

委
員
会
等
の
所
管
事
務
調
査
、
議

員
派
遣
、
議
員
提
出
議
案
上
程
・

（
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付

託
・
討
論
）
省
略
・
採
決
、
閉
会

　

な
お
、
総
括
質
疑
、
討
論
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

総
括
質
疑
（
２
月　

日
）

２４

　

佐
藤
弥
斗
（
ざ
ま
大
志
会
）、

伊
田
雅
彦
（
新
政
い
さ
ま
）、
中

澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）、
小
野

た
づ
子
（
公
明
党
）、
加
藤
陽
子

（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）

　

討
論
（
３
月　

日
）

２４

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
所
属
し
な

い
議
員
）、
佐
藤
弥
斗
（
ざ
ま
大

志
会
）、
中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産

党
）、
小
野
た
づ
子
（
公
明
党
）、

安
海
の
ぞ
み
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）、

長
谷
川
光
（
新
政
い
さ
ま
）

本本
会会
議議
のの
概概
要要

安
田　

早
苗 
議
員
《
公
明
党
》

が
ん
対
策
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
と
し
て
農
政
に
携
わ

る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
農
業
の
利

点
を
生
か
し
た
農
業
政
策
、
市
民

は
単
に
消
費
者
で
あ
る
だ
け
で
は

な
く
、
農
へ
の
か
か
わ
り
を
そ
の

施
策
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
の

重
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

に
も
「
農
家
と
非
農
家
を
含
め
た

地
域
の
交
流
の
場
づ
く
り
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
」
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
３
年
を
経
過
し
た

沖
永　

明
久 
議
員
《
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
》

市
街
化
調
整
区
域
の
汚
水
処
理

は
合
併
浄
化
槽
の
補
助
制
度
を

守
谷　

浩
一 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

相
模
原
市
も
懸
念
す
る
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
地
下
水
へ
の
影
響
を
問
う

松
橋　

淳
郎 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

通
学
路
の
改
善
に
向
け
て

　

池
田　

徳
晴 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

非
正
規
職
員
の

処
遇
改
善
に
つ
い
て


